
「海運セミナー2025♪海運で開運♪～もうひとつの輸送手段～」の開催について 

令和７年５月 22日 

港 湾 課 

 物流 2024年問題等を契機として内航海運へのモーダルシフトが注目されていることか
ら、海運への機運醸成や新たな海運利用者の掘り起こし、県内港湾の利用促進を目的とし
て、荷主企業や物流事業者等を対象とした海運に関するセミナーを開催しました。 

１ 開催概要 

（１）日 時  令和７年５月 16日（金） 午後２時 30分から午後３時 30分 

（２）場 所  白兎会館 ２階 らいちょうの間 

（３）主催者  鳥取県 

   後援者  国土交通省中国地方整備局、鳥取市 

        鳥取商工会議所、倉吉商工会議所、鳥取県商工会連合会、鳥取港振興会 

（４）参加者  荷主企業（製造業、商社、木材・建築業等）７名、物流事業者６名 

経済団体２名、地元関係者７名、行政関係者 34名       合計 56名 

２ 講演内容 

（１）「持続可能な社会づくりに向けた当社物流の取り組み」 

・講演者：ダイヤゼブラ電機株式会社 

・内 容：鳥取～神戸港～釜山港から鳥取～境港～釜山港へ物流の改善を行い、輸送リードタ

イム・コスト・Ｃｏ２の削減を実現した取組事例について講演 

（２）「境港の農水産物の輸出促進に向けた試験輸送」 

・講演者：国土交通省 中国地方整備局 境港湾・空港整備事務所 

・内 容：山陰で生産された農水産物の競争力の強化を目指し、生産地に近い境港を利用した

リーファーコンテナ（冷凍・冷蔵コンテナ）による混載試験輸送の取組事例につい

て講演 

（３）「境港・鳥取港における支援制度について」 

・講演者：境港貿易振興会・鳥取港振興会 

・内 容：境港や鳥取港の利用拡大を図るため、物流事業者等を対象とした各種助成制度につ

いて紹介 

３ 今後の取組 

セミナー参加者を中心に境港や鳥取港を利用する可能性のある貨物の掘り起こしや、両港に

おける海運利用の促進を図っていくため、引き続き当該セミナー等を通じて荷主企業、物流事

業者、県等の関係者間の情報交換や国内の有効事例等の情報発信を行っていく。 

 

海運セミナー開催の様子 




